
(57)【要約】

【解決手段】　本発明は、ショッピングカート２２のた

めのチャイルドシート１であって、このチャイルドシー

トが、合成物質から成り、水平方向の軸線９を中心とし

て旋回可能にこのショッピングカート２２に配設されて

いる背当て部７を有し、この背当て部に、少なくとも１

つの座部６が、摺動移動可能、または旋回可能に接続さ

れている様式の、上記チャイルドシートに関する。本発

明は、背当て部７が、少なくとも２つの、固定式に互い

に結合されている構造部材１７、１８から成り、これら

構造部材の構造様式が、少なくとも１つの背当て部７の

部分区間１９が中空体状に形成されているように選択さ

れていることによって特徴付けられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト （ ２ ２ ） の た め の チ ャ イ ル ド シ ー ト （ １ ） で あ っ て 、 こ の チ ャ イ ル
ド シ ー ト が 、
合 成 物 質 か ら 成 り 、 水 平 方 向 の 軸 線 （ ９ ） を 中 心 と し て 旋 回 可 能 に こ の シ ョ ッ ピ ン グ カ ー
ト （ ２ ２ ） に 配 設 さ れ て い る 背 当 て 部 （ ７ ） を 有 し 、
こ の 背 当 て 部 に 、 少 な く と も １ つ の 座 部 （ ６ ） が 、 摺 動 移 動 可 能 、 ま た は 旋 回 可 能 に 接 続
さ れ て い る 様 式 の 、 上 記 チ ャ イ ル ド シ ー ト に お い て 、
背 当 て 部 （ ７ ） が 、 少 な く と も ２ つ の 、 固 定 式 に 互 い に 結 合 さ れ て い る 構 造 部 材 （ １ ７ 、
１ ８ ） か ら 成 り 、 こ れ ら 構 造 部 材 の 構 造 様 式 が 、 少 な く と も １ つ の 背 当 て 部 （ ７ ） の 部 分
区 間 （ １ ９ ） が 中 空 体 状 に 形 成 さ れ て い る よ う に 選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る チ ャ イ
ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 背 当 て 部 （ ７ ） は 、 １ つ の 第 １ の 構 造 部 材 （ １ ７ ） 、 お よ び 、 ２ つ の 第 ２ の 構 造 部 材 （
１ ８ ） か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 構 造 部 材 （ １ ７ 、 １ ８ ） は 、 半 割 り シ ェ ル と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ま た は ２ に 記 載 の チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ つ の 部 分 区 間 （ １ ９ ） 内 に お い て 、 内 側 に 存 在 す る 補 強 リ ブ （ ２ １ ） が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の チ ャ イ ル ド シ ー ト
。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 構 造 部 材 （ １ ７ ） が 、 全 部 の 背 当 て 部 （ ７ ） と 同 じ 輪 郭 、 例 え ば Ｈ 字 形 を 有 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 例 え ば 、 軸 受 ア イ 部 （ １ １ ） 、 案 内 部 （ １ ５ ） 、 お よ び 開 口 部 （ １ ６ ） の よ う な 機 能 要
素 が 、 第 １ の 構 造 部 材 （ １ ７ ） に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず
れ か 一 つ に 記 載 の チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト の た め の チ ャ イ ル ド シ ー ト で あ っ て 、 こ の チ ャ イ ル ド シ
ー ト が 、
合 成 物 質 か ら 成 り 、 水 平 方 向 の 軸 線 を 中 心 と し て 旋 回 可 能 に こ の シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト に 配
設 さ れ て い る 背 当 て 部 を 有 し 、
こ の 背 当 て 部 に 、 少 な く と も １ つ の 座 部 が 、 摺 動 移 動 可 能 、 ま た は 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ て
い る 、 上 記 チ ャ イ ル ド シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 様 式 の チ ャ イ ル ド シ ー ト は 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 合 成 物 質 か ら 成 っ て い る シ ョ ッ
ピ ン グ カ ー ト に お い て 使 用 さ れ る 。 こ の カ ー ト の チ ャ イ ル ド シ ー ト の 背 当 て 部 は 、 針 金 構
造 と し て か 、 そ れ と も 、 針 金 、 お よ び 合 成 物 質 か ら 成 る 成 形 体 、 ま た は 全 体 的 に 合 成 物 質
か ら 成 る 成 形 体 と し て 形 成 さ れ て い る 。 後 者 の 成 形 体 は 、 安 定 性 の 理 由 か ら 、 実 際 に 生 じ
る 負 荷 状 態 に 耐 え る た め に 、 補 強 リ ブ を 備 え 付 け ら れ ね ば な ら な い 。 補 強 リ ブ は 、 こ の 補
強 リ ブ が 、 見 た 目 に 良 く な く 作 用 す る こ と 、 お よ び 、 こ の 補 強 リ ブ に 汚 染 物 が 堆 積 す る こ
と の 欠 点 を 有 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 今 こ こ で 問 題 に な っ て い る 当 面 の 様 式 の チ ャ イ ル ド シ ー ト の
背 当 て 部 を 、 十 分 な 安 定 性 の 維 持 の も と で 、 背 当 て 部 が 可 能 な 限 り 平 滑 に 形 成 さ れ る こ と
、 お よ び 、 こ の 背 当 て 部 が 少 な く と も 部 分 的 に 目 視 可 能 な 補 強 リ ブ 無 し で 間 に 合 う よ う に
、 更 に 発 展 さ せ る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 の 解 決 策 は 、 背 当 て 部 が 、 少 な く と も ２ つ の 、 固 定 式 に 互 い に 結 合 さ れ て い る
構 造 部 材 か ら 成 り 、 こ れ ら 構 造 部 材 の 構 造 様 式 が 、 少 な く と も １ つ の 背 当 て 部 の 部 分 区 間
が 中 空 体 状 に 形 成 さ れ て い る よ う に 選 択 さ れ て い る こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 重 要 な 利 点 は 、 補 強 リ ブ が 、 固 定 式 に 互 い に 結 合 さ れ て い る 構 造 部 材 に 、 こ れ
ら 構 造 部 材 が 、 相 対 し て 位 置 し て い る 状 態 で 、 少 な く と も １ つ の 部 分 区 間 内 に お い て 配 設
さ れ て い る よ う に 設 け ら れ て い る こ と に あ る 。 こ れ ら 補 強 リ ブ は 、 従 っ て 、 こ の 中 空 体 状
の 部 分 区 間 内 に お い て 、 外 方 か ら 目 視 不 能 に 格 納 さ れ て お り 、 従 っ て 、 外 側 に 位 置 し 、 且
つ 、 同 様 に 目 視 可 能 な 背 当 て 部 の 面 を 、 完 全 に 平 滑 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て
、 如 何 な る 汚 染 物 も 堆 積 せ ず 、 且 つ 、 内 側 に 存 在 す る 補 強 リ ブ が 、 そ れ に も 拘 ら ず 、 必 要
な 背 当 て 部 の 安 定 性 を 保 証 す る こ と に 寄 与 す る 。 更 に 別 の 利 点 は 、 少 な く と も １ つ の 中 空
体 状 の 部 分 区 間 が 、 開 口 部 、 ス リ ッ ト 、 等 を 備 え て お り 、 こ れ ら 開 口 部 、 ス リ ッ ト に 対 し
て 、 必 要 な 場 合 に は 、 内 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 機 能 部 材 、 ま た は 機 能 要 素 が 配 設 可 能 で
あ り 、 こ れ ら 機 能 部 材 、 ま た は 機 能 要 素 が 、 こ れ ら ス リ ッ ト 、 ま た は 開 口 部 と 共 に 、 チ ャ
イ ル ド シ ー ト を 機 能 し 、 且 つ 移 動 す る た め に 必 要 ま た は 合 目 的 で あ る 、 例 え ば 、 案 内 部 、
保 持 装 置 、 等 を 形 成 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 、 実 施 例 に 基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に お い て 図 示 さ れ た 、 シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト ２ ２ に 設 け ら れ た チ ャ イ ル ド シ ー ト １ は
、 使 用 位 置 に お い て 図 示 さ れ て い る 。 こ の チ ャ イ ル ド シ ー ト １ は 、 座 部 ６ 、 お よ び 背 当 て
部 ７ を 有 し て お り 、 そ の 際 、 こ の 座 部 ６ が 、 摺 動 移 動 可 能 に 、 ま た は 旋 回 可 能 に 、 こ の 背
当 て 部 ７ と 結 合 さ れ て い る 。 こ の シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト ２ ２ の か ご ２ ４ の 背 面 は 、 壁 部 ２ に
よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 壁 部 が 、 上 方 に 位 置 す る 水 平 方 向 の 軸 線 ５ を 中 心 と し て 、 か
ご 内 部 内 へ と 旋 回 可 能 で あ る 。 こ の 背 当 て 部 ７ は 、 こ の 背 当 て 部 の 下 側 の 境 界 部 ８ 、 ま た
は 、 下 方 へ と 案 内 す る 支 持 部 １ ０ で も っ て 、 こ の 壁 部 ２ の 下 側 の 領 域 ４ に お い て 存 在 す る
、 同 様 に 水 平 方 向 の 軸 線 ９ を 中 心 と し て 、 こ の 壁 部 に お い て 制 限 さ れ た 状 態 で 、 旋 回 可 能
に 軸 受 さ れ て い る 。 こ の 座 部 ６ は 、 そ の 場 合 に 、 旋 回 可 能 か 、 そ れ と も 摺 動 移 動 可 能 に 、
同 様 に こ の 壁 部 ２ に も 支 持 さ れ て い る 。 こ の 様 式 の 配 設 、 お よ び 構 造 は 、 公 知 で あ る 。 こ
の 背 当 て 部 は 、 矢 印 方 向 に 、 壁 部 ２ に 近 づ く よ う に 旋 回 可 能 で あ り 、 こ れ に 対 し て 、 こ の
壁 部 ２ は 、 こ の 座 部 ６ お よ び 背 当 て 部 ７ と 共 に 、 多 数 の シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト ２ ２ の 互 い の
中 へ の 押 し 入 れ の 目 的 の た め に 、 こ の 水 平 方 向 の 軸 線 ５ を 中 心 と し て 、 か ご 内 部 内 へ と 旋
回 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 正 面 図 に お い て 、 図 ２ は 、 １ つ の チ ャ イ ル ド シ ー ト １ の 背 当 て 部 ７ を 示 し て い る 。 大 文
字 「 Ｈ 」 を 想 起 さ せ る 、 合 成 物 質 か ら 製 造 さ れ た 背 当 て 部 ７ は 、 ２ つ の 、 下 方 へ と 案 内 す
る 支 持 部 １ ０ を 有 し て お り 、 水 平 方 向 の 軸 線 ９ 上 で 軸 受 け さ れ る た め に 、 こ れ ら 支 持 部 が
軸 受 ア イ 部 １ １ を 備 え 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら 支 持 部 １ ０ に 、 上 方 へ と 、 支 持 領 域 １ ２ が
連 な っ て お り 、 こ の 支 持 領 域 に 、 こ の チ ャ イ ル ド シ ー ト １ 内 に 座 っ て い る 子 供 が 、 寄 り 掛
か り 可 能 で あ る 。 こ の 背 当 て 部 ７ は 、 上 方 へ と 、 ２ つ の 突 出 部 １ ４ で も っ て 終 わ っ て お り
、 こ の 突 出 部 が 、 開 い て 出 さ れ た 状 態 の 、 使 用 位 置 内 に お い て 存 在 す る 背 当 て 部 ７ を 、 シ
ョ ッ ピ ン グ カ ー ト ２ ２ の 互 い の 中 へ の 押 し 入 れ の 際 に 、 不 使 用 位 置 内 へ と 、 ひ と り で に 動
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く こ と の た め に 使 用 さ れ る 。 こ の 支 持 領 域 １ ２ は 、 中 央 で 、 格 子 構 造 １ ３ を 有 し て い て も
良 い 。 こ の 格 子 構 造 １ ３ の 両 方 の 側 面 に お い て 、 下 方 か ら 上 方 へ と 整 向 さ れ た 、 ス リ ッ ト
に よ っ て 形 成 さ れ た 案 内 部 １ ５ が 、 座 部 ６ に 設 け ら れ て い る 、 突 出 部 の 摺 動 移 動 可 能 な 収
容 の た め に 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 案 内 部 １ ５ の 下 側 に 、 開 口 部 １ ６ が 設 け ら れ て お り 、
こ れ ら 開 口 部 は 、 例 え ば 、 子 供 を 安 全 ベ ル ト で 固 定 す る た め の 安 全 ベ ル ト の 収 容 の た め の
役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ か ら 、 背 当 て 部 ７ が ３ つ の 構 造 部 材 １ ７ 、 １ ８ か ら 成 り 、 こ れ ら 構 造 部 材 が 、 全 て
合 成 物 質 か ら 製 造 さ れ て い る こ と が 見 て 取 れ る 。 第 １ の 構 造 部 材 １ ７ は 、 そ の こ と が 図 ２
に お い て 明 ら か な よ う に 、 全 部 の 背 当 て 部 ７ と 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 両 方 の 他 の 、 ま た
は 第 ２ の 構 造 部 材 １ ８ は 、 縦 長 に 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 第 １ の 構 造 部 材 １ ７ と の 協 働 で
、 こ の 図 に お い て 矢 印 に よ っ て 示 さ れ て い る よ う に 、 両 方 の 構 造 部 材 １ ８ が 第 １ の 構 造 部
材 １ ７ と 、 こ れ ら 構 造 部 材 の 共 通 の 縁 部 ２ ６ を 介 し て 組 み 合 わ せ ら れ る 場 合 、 こ の 構 造 部
材 の 脚 部 ２ ５ を 形 成 す る 。 こ の 組 み 合 わ せ は 、 種 々 の 公 知 の 様 式 で 行 わ れ る 。 摩 擦 溶 接 、
粘 着 、 差 込 み 、 ま た は ね じ 止 め 、 が 、 若 干 の こ れ ら 可 能 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 側 面 図 に お い て 、 図 ４ は 、 背 当 て 部 ７ を 側 方 眺 望 で 示 し て い る 。 第 １ の Ｈ 字 形 の 構 造 部
材 １ ７ 、 お よ び 、 両 方 の 、 他 の 構 造 部 材 １ ８ の 内 の １ つ の 構 造 部 材 は 、 固 定 式 に 接 合 さ れ
て い る 。 こ れ ら 構 造 部 材 １ ７ 、 １ ８ の 構 造 様 式 は 、 例 え ば 半 割 り シ ェ ル と し て 、 少 な く と
も １ つ の 背 当 て 部 ７ の 部 分 区 間 １ ９ が 、 中 空 体 状 に 形 成 さ れ て い る よ う に 選 択 さ れ て お り
、 そ の 際 、 こ の 部 分 区 間 １ ９ が 、 こ の 部 分 区 間 １ ９ の 内 部 に 存 在 し 相 対 し て 位 置 し て い る
よ う に 配 設 さ れ て い る 補 強 リ ブ ２ １ を 有 し て い る 。 こ れ ら 構 造 部 材 １ ７ 、 １ ８ の 外 側 面 ２
０ は 、 目 的 に 役 立 ち 、 且 つ 有 用 で あ る と こ ろ で 、 平 滑 に 形 成 さ れ て い る 。 何 故 な ら ば 、 補
強 リ ブ ２ １ が 、 内 側 に 設 け ら れ て い る か ら で あ る 。 軸 受 ア イ 部 １ １ 、 案 内 部 １ ５ 、 開 口 部
１ ６ 、 等 の よ う な 機 能 要 素 を 、 第 １ の 構 造 部 材 １ ７ に 設 け る こ と 、 お よ び 、 少 な く と も １
つ の 、 第 ２ の 構 造 部 材 １ ８ に 、 た だ １ つ だ け の 安 定 化 さ せ る 機 能 を 帰 属 さ せ る こ と は 有 利
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 当 業 者 は 、 ２ つ 、 ま た は 多 数 の 構 造 部 材 １ ７ 、 １ ８ の 形 態 の 選 択 、 お よ び 使 用 に お い て
、 全 く 自 由 で あ る 。 背 当 て 部 ７ は 、 固 定 式 に 組 み 合 わ さ れ て い る 、 例 え ば 、 た だ １ つ の 第
１ の 構 造 部 材 １ ７ 、 お よ び １ つ の 第 ２ の 構 造 部 材 １ ８ だ け か ら 成 っ て い て も 良 い 。 同 様 に
、 例 え ば 、 こ の 第 １ の 構 造 部 材 １ ７ に 、 ３ つ の 第 ２ の 構 造 部 材 １ ８ が 所 属 し て 設 け ら れ る
こ と は 可 能 で あ る 。 同 様 に １ つ の 第 １ の 構 造 部 材 、 お よ び １ つ の 第 ２ の 構 造 部 材 １ ７ 、 １
８ は 、 全 体 の 大 き な 部 分 区 間 １ ９ が 中 空 体 状 に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 部 分 区 間 が 、 し か も
そ の う え 全 体 的 な 背 当 て 部 ７ の 基 礎 面 を 備 え 得 る よ う に 形 成 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。 要
す る に 、 変 形 の 可 能 性 に は 、 如 何 な る 制 限 も さ れ て い な い 。 そ の た め に 必 要 な 、 こ の 背 当
て 部 ７ の 位 置 に お い て 、 中 空 空 間 、 ま た は 小 部 屋 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 中 空 空 間 、 ま た
は 小 部 屋 内 に お い て 、 外 方 か ら 目 視 可 能 で な い 補 強 リ ブ ２ １ 、 ま た は 他 の 機 能 的 な 要 素 が
設 け ら れ 、 こ れ ら 補 強 リ ブ 、 ま た は 他 の 機 能 的 な 要 素 が 、 他 方 ま た 、 十 分 な 安 定 性 、 及 び
／ ま た は 背 当 て 部 ７ の 機 能 に 寄 与 し て い る こ と は 重 要 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 シ ョ ッ ピ ン グ カ ー ト に 設 け ら れ て い る チ ャ イ ル ド シ ー ト の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 正 面 図 に お け る 、 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 背 当 て 部 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ３ つ の 構 造 部 材 か ら 形 成 さ れ 得 る 背 当 て 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 側 面 図 に お け る 、 背 当 て 部 の 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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